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学校教育φ一分野としてC体資科Kかいては， 主として身体活動 (foysical activi t i eJ )を実
践するととUてよって，望ましい人筒形成κ寄与しようと しているのである。 との見絹は ，現時点に








ものがζ ととと〈体育科でと b あげられている Cではない。目前rb起居量的作￠ようにほとんど~償







と Cような身体活劫を実践するととfてよって，~ましい'人づく l'i il という 目的を達成 Lょうと
するのであるが ，-i-C実践の しかたのいかんκよっては，必ずしも回的を逮戒できに〈いという事
態か起とるのである。たとえば，健康を費量ね ，傷害や死を招き， 正常左心 ・身C発迷を阻害lv，非
社会的な性格を形成したりする。とれら¢事態がおとるというととは，運動実践のしかたそ¢もc
~Z>， 嘆に護大な尚越を含んでいるととを如実κ もCがたっているといえる。それぞれC巡動￠持っ
さまざま剖l目1.l自は ，これを奇要約すれば ，人聞の生理的 ，心鋭的?精神的 ，社会的な側簡に総合的な
効栄として共場され得るものであるという縫信と胤待が持たれてはいるが，それら¢効果はあ 〈ま
でも実現され得るものであ.ヮて，必然的VL効媛と して兵現できるものばかりでは念い。いわば ，謹























































方法危どを手がかりと して知識を独得する。そして ，ζC知識をもとκして ，巡蹴や運紛の しかえ
i'l:ついてのイメージ Cimage)を脳中に摘さ ，さらκ，自己¢能力や体力にみあうようKあれとれ
と判断しながら重量然的ではあるが実現可能な表象 (repteseTUatiQり -iiI!動像ーを構成する。そ
むうえで，表象はそれ自体C分~tíや総合，合よ び速合~~ど@処越過程ー との過程を思考ー といって
もよいであるうーを経て，鮮明，かつ具体的念運動哲まに高められる。けれども， ζれまで¢意識的
な過緩たけでは通勤として実現され左いむであって ，主E重意表出の重要な勤肉となるCが意志の発動
念Cである。 ζ<C.E主志的な要国は ，努力ゃ注意 ，t;-主び採さく，真剣なかさえ念どを背景としてい






一 ! 社会的燐造 ! 













場合にかいても ， 級友や教自i!i~はげましゃ弱気づけ ， 喫銭にお・ける活動dつしかたや示鎚などがをれ





り ， 規制したりするよ同時κ ， ~・践￠結果としての怠織へCはねかえりに工る再検討や修IEが念さ
れ，さらに実践の質的な|勾上がもたらTされるのである。 ζCように主主識と実践との|簡には，栂互に
止揚され合ラ密接なかかわDがある ととはみCがせない。しかし ，必ずしも両者が完全Kー殺すゐ
状熊にあるとは限らない。実践が主主識C究会な反政でない湯合もあり ， 安た ， 怠識は弐~L送ほど充実




V>~は切らかであるが，現象的('Cは，幼きゃ効1 =として表出される。しかも ， そ<7.)仮幹となるも￠
はからだ全体の幼きであり，乎や)ECD幼作でるる。したがって ，ζれらをどり幼かしたらよいかと
いう ととが弘裂な問地となって くるCでゐる。ぞれが ，合同肉的で，かう官官講師 ，S世J来何なしかた
をどCようにしたらよいかという昔話1東K立っととはいうまでもない。それKtl，1司よ担も答者自的で
妥当なしかたによるととが態まれてくる。そ¢ しかたは，諸外学，とく vc迷事a笠鎚:学 ，辿，WJ力学 ，
i退勤心長選学 ，運動医学 ，灘竃1I社会学などによっで究明さt:.， ~だ託された j東灘やた長剣K も と づいて篠立
され"t林づけられている。だか ら，それぞれ<7;'j銅 j制的場合間， ζ叫鋭的で妥当時縦
や法制を適附 して， ~l燦Kからだを合同f8的で合H量的κ必]かすととが鎗ましいといえる・0
とCような連動実銭?と闘する客語括的なl挺銀や法則κ(d:， ~だ Y亡さ ま ざまな内総があり，総括的 ， 全
体的なも Cや，部分的で具体的意:ものもある。また ，総括的でありながら部分均念荷簡を含むもの
もあり， 具体的なも，(/J('Cゐ絞っかのしかたCあるC もある。たとえば，健燦 ・安全κついてtVJ東則
は，全般に通ずる総括的なもCであると同時に， <<~1 々 C しかた(1(も i歯周されるぺき性絡を鍛えてい
る。また ，i転嫁¢ラケットCグリ yプtr.l:具体伺ではあるが ，絞っもC方7去がある。そして， ζれら
C方法は，科学の進展Kつれてより合鋭的で効事長的なものがヰ5・えだされてゆ〈であろう。いづほう
実際K巡勤を行念、 う 者は ， さき vc みてきたとj;~ '>多喜美 f.i: i潤人迭を持つ{陶々人なのであって，そ~能
力。も体ずJも三年vcさまざまである。
'したかって，この悩人が運動を行なう湯合VC，適用すべき答綴的なl張緩や法員1)をあれζれと意識

















たとえば ，バスケットボー))ノにbいてポールをキープする Fリプ")1，ノは，相手κたやすく インタ一
生プトされ念いよう，しかも ，いつでもパスやショッ トができるようにボールをコントロールしな
がらショー トバウンドで p相手からポー)1;を秘して左手でも ，右手でもドリプルできなければ走らな
いqζれらC議l味あいをじゅうぶんfてわきまえない þt~vcは，たとえ細かなドリフソレができても ，
~~際tては役立たなν・ も dっと~るかもしれないむである。
巡藍bi支給C形成には，ぞø J:l;~象的念効きや!lí'JJ f乍が慾味の l父欧であり ， 主体C表現であるとと tて後
回 して，その形成(r(1刻する併進述凶を~似しなければならない。 ζ￠ためには:返動実践の越本機










受注J内容Kは未熟念段般から'JiI熟までCÐ.ざをざまな経時r.<c. もC が合されてi>~j:) ，漢につ'ァヲエテ-



















をでも乏いが，いわゆる人ru'lt:J~カを集めて しだいにうまくできるよう Kなろうとする災世11 な~カ
C過廷があるかどうかが，泌動校総C形hX:κ議接左ぷ味を待つのである。当主~，うま 〈 できるとか
半年拐にできるという ζとだけが依能的K制緩と念るのでは念くて，よりうまくできるようにな t， 





〈ると，巡五J!:-!走 ~5はそC 形~託される~f1是vc:霊大1i: 緩慢を受けながら括ーかわれるととゑ均月 らかとなっ
た。 したがって， ζfDi則容念 どのようKしたらよいかが体符沙問fDru:唆念恕織となるのである。
他羽技首位C形成ia髭を分析的にみる と， 現象的には，泌礎J.J実践むしかたがしだい(tC巧みに念v， 
.t 11 容易択できるようκ l.tるととが製まれる し， 怠織的 ~W: ，体行的知性や.主主点力，ならびに社会
幹1:がそれぞれ有効に，また ，統合的 ，有機的にはたらくととが求められる。 ζCような議みと必要
をじ申うぶんK満たして ，t出峨聞で主体的な学習活動を.MIJHすゐためvct-.t，そ<l) '学習指~i'( 際して
学25効泉を規定するさまざまな朱作を考慮t'Cいれなければならないが ，とくに， 具体的に治F自さゐ
べき巡j(jj技術を分析 ・ 吟味してそC系統や系列を~らかVζするととと，児ZS- 生徒￠一践的， 1尚男11
的念発達町〉特性をI!J.J憾に紗さえる必義がある。そqううえで ，そ¢五量動(f)技能構造Kもとづいて ，ど
¢ょう念しかたがよ り本純白"Jであ り，ょ b効栄的であるうかという制点κ立って，両者のからみあ
わせを忽足した常飴1 ・ 托1il+ì的約をJf えねば念らない。との伊'~ ・ t旨潟泊穫を展闘し ， 推進するに際
して :，殺育的な五弘前や方j長会!ff~依ナべきととはいうまでも 71い。
とCような挙~~ ・指導ìá)穏をど C ように設定し， J展開したらよいかを実験・実証的K矧地しよう
とするC が， ζC研究C課題である。
一-6-
参 ，考 文 献
川村英男著 体育原浬 体育の料学技
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松井三雄著 選動心ま嬰学 同文審院
ヌミ ノレノフ主艶 心理学 明治図書
11 1/ H ." 
保健体育学講座 E 体育筋 体脊の科学事土
11 11 E ε， 














































会体計的ioうちで， '本紀要は第 1年次研究と銃 2年次研究をまとめたもCである。
5 研究の方法
(l)学包指場偏見C設定
学習錆滋は ，いわゆる教材 ，子ども，教筋，場などC基本的な条件K よってささえられ ，それら
oiUJ約を受けると同時κ，ζれらの諸条件が倒互関連的K結びつき，全体的な機構κ王子いて行なわ
れている。したがって ，それぞれの条例ユの独闘な意味あいと機慌がit御されねばならないとともに















能を伸ばし ，高めるためには， r何がJ， rどんな点がjそむ運動¢本質的なものであり，基本と














まうι また，研究協力学絞のおリキュ ラムを大幅に〈ずすととともなゐ。だから ，醤霊祭の結果に灯














性のは錫(7.)ためには 3 運動技能と fD閥係づけ{仁侠なよう!rC ，矢問昔日・ギJレフォード性総診断fテス
トを採糊した。
@ 運動飽カの実態は鐙
~~m ・ 箆徒C発達ll)特性，と (rc逐動能力は，巡動技能形b.x(C基礎であ 4て， ζれを明絡には持
する ζ とは重要な鶴点となるのそζで，畿察の対象と念る児童・生徒について運動髭力測定を行な
い，個別にそC特質をはっき b さ ~t足。
とζゐが，乙れと比較 e対照する標準的念資料を県内Vてかいて求めると止ができない状況Kある
¢で ，ランダムK抽出した県内の小 ・中・高等学絞に依頼して，会果的な規絞Kよる運動飽力調査






以上の手法C うち(2)べりを強力に縫進するためκ ，渉(<C 工う K研究協力学絞i-~ぷ定し，依頼したe
新潟市 上所小学校 鳥鼠町中学校 新潟南高等学校
凶i備隊芯s@.川町 合恨小学校 .曾郷中学校
北部l涙岩下重量栄町 ~爆小学校 葛啄中学校































































月 研究協力学校 備 謹言
5 小日 男女 2 9 曾 線
短出足難走
5 φl 女 1 6 鳥 E翠野中
6 小 4 男女 2 5 蕊 塚、
リ レ
6 小 6 男女 宮 8 上 所
一5 小 6 男女 l 6 葛 塚
隊 害 定
中 1 女5 1 9 曾 郷 ~þ 
5 小 s 男女 2 8 上 所 ペ リー ロー ル
5 中 1 男 1 8 鳥展望子中 11 
支をり 高と び
5 // 女 1 6 11 ななめとび
5 // 男 1 s 曾 郷 中 I~舗とび
5 小 4 男女 宮 5 葛 塚
走り縞とび
中 1 女 曾 4部 中5 1 9 
立三段と び 5 小日 男女 1 5 E事 』家
三段とび 。 中$ 男 1 9 曾 郷 中
砲丸投げ 5 中 S 男女 1 g 1/ 
力トボー ;1.f9l.1' 5 t 中 3 女 1 9 // 











るととはいうまでもない。しかし， 時倒的にも，距指w.的Kも大 きま割合:¥nを出め，しかも ，定者が
綾南12);速度をだして主主るのは*向疾走である。 ζの疾走態勢lそできるだけ早<，スムースK移行で
きるよ 5VCスターテングが考えられ，また， 中間疾走¢終結と して¢フィニッシι に特1，;111)配慮が
加えられぬばならない。乙の意味VC扱いて，まず中間疾走1えついて絵討~加え主ぅ。
A 中間疾走
い くら足C踏み換え凶数 (pitch)を隠しても ，彦総 ($tride)が伴なわなければ， Ij!白書~を進 む
とととはならないc また ，ス トライドを;1m巡vc伸ばしても，ピッチが伴なわなければ，距tlJItfc対す
























して池liをネックするζどを助ける反対l郷のももあげが， A~It( (らべて行7をめやすい利点があ.:5• 0 '
b 腕の振り
腕q~猿 !Hi ，次![;主うえtさまざまf.l:ねらいと必要!生Vζもとづいて，その動かしかたが決められる。






。n~![;1何事まのよしあしは走る .うえでC強制自た喪凶である。それは，ス ト ラ イ ドをひるけげ.るためK
も，ももあげfκ仁も， ~緩裏
殺閥節を中翰として，左布 ，上下l闘扇i転伝がそれで遺るbる。ととるが，J.liaV?-1緩bはそC振tiIUJかしかたvc









( rollin g )は， 繰C回転のきっかけと念。ってとれす劫けると問時Vζ ，総]eJ.動量と逆動{1主であるか
ら 3腕の探りとともに相互C自主きが栂殺されてパラン.スが維持される¢である。ところが。， ロー リ
ングが大きすぎるときには，からだ全体のひねれが表われるとともに， ~世1[]凶転dコ反対説}作である
ため~， 主主走¢降客となってしまラ。


































よ担は pクラワチングスタート (crouching s tar t ) 
B 
のほう iJ~まさっているのはいつまでtart) 
















その人の好みや体力6特貨によって， 段遜C もC を選択するようにすればよいも￠と，~われる。し
かし，標準的κl<iJ次のよう左犠えがとらえるのが哲τ直である。
ノ、





















b スター トダ γ シュ
.スタート|直後では ，踏みだす第 1歩白Cスタンスと 強さがからだの傾きと闘速して問題となる。
いまoととる ，できるだけスタンスを狭く して強〈キックしたほうがよいとする考えと，スタンス




もをいったん絢Kひきつけてか らキ ックが行なわれなければ ，その力の強さは保証できない。との




研究o結果では，出発緩から 12伽 -20cm<らいqっと ζろK第 1t伝を日Jするのがよいとされて
いる。ζC スタンスがひろすぎれば，からがぐらついたり，急Y亡診きてしまったり して，安定した
速いスFー 卜ができな くなって しまう。腕(/)動作も対象的 ，関連的な働きがある¢だから ，大きく
遼〈撮り動かす必要がある。つづいて， 第 2歩 ，第32長白"k運ぶとととなるが，できるだけ速く動
かすと同時VL，しだいκストライ ドをひろげるようKする。速度は，ピッチとストライドC謝懇tて
よってうされる。とのζ と(ri，スター トVLも適用される原則であるが ，からだの傾主と¢闘遠κ会
いて，急激Kストライドをひろげるととは禁物である。しだいに，からだの傾きC度合いを小さ く
ナるととも(rC ， ストライドも婚し，ピッチも~ID振りも速めながらゆ筒疾走態勢K移行 して いくわ
けである。
c フJ 二 、ッ シェ
心理的Kは ，ゴー)1ノを予知するととによ って安心感がうまれ，速庭の銘bが表われる。とれは ，
白然念現象であろう。けれども ，そCゴー)1ノまでの飯離に対する附週が問題なCであるから ，ζ¢
心理的念蕊藤をO!?ζえて全力をだし切る ととが必要なのはいうまでもない。ゴ-)1.1はな治的方K
ある￠だという意識で走 P とむと主 ，ゴールの近<(r(~ったら腕の授 b を大き く したりフ方ームを









とのような 観点から ，実際の学習活動K訟のる児童量 ・生徒の動きやフォームを観察していると，
いがいに単一む動作ゃ要国が金{本の乱れや欠陥C原悶となっているのに気づ.くのであるdζれらの
うち， 一般的 ，拘盈的なものをあげてみよ う。
(l)過緊張
。できるだけ速く走るu という短距縦走の課題をJ忠実vc果たそうとすればするほど，意識的κは









































































































消費されるどいラロスのあることがあげられるi せた，遜緊張に主って血管も.圧迫されて ，energy . 
ーの供給源である血液の循環が阻害される乙とと1怠る。
運動のそれぞれの局面にかいて，筋力が効果的Kその働主を発揮するためには，必要な筋が適時
的 3事長中的。亡収縮し，伶震できる ζとでさ5る。その前混として，いわゆる'ゼロの活動4 ・(脱力で













(1) 学習 ・指潟過程の要点一一 中学校1年生女子の例一一ー
時限 |ねらい 学習活動 ~明・指導 上 の留 ~U~ 鏑考










. 1.If~合fÆ!， 計時 ， 記録な Eの係りを決め | 赤白旗 2組
そのしかたが遜正広行なわれるようにすli発合図渇小!i
るとともに，交挙で行なわせる。 I 1 
.曲線部分を利用し:たのは，多〈の場合に |毛糸
100メー トルの直走路を設定しにくい |ライ Y引き
ζとが考えられたからである。 I石灰
2時限|中筋疾走の 1t 櫛触の鹿念除握 1 速やく走るにはどのよう事こすればよい
事~ i'I 




づけをはっきりさせる。 I ・.I 
2. 前儀姿勢の体得 12. からだの前鎮の必婆牲と，理懇的な様I I 







e.j限|おらい 学習活動 誌月8 ・ 指導 k の笥~点
にからだを前方に傾けて，徐々 にA9tlす。| やや翁翁@すぎる例
(a)立位から .(1かHこからだを前lilC.領I(2)綿互に緩祭，批判.修正を行IJ.わせ
























時絞 ねらい 学 習 t主 動 説明 ・指導上の'j窓 A 備 考















(2)ももあげ走をする。 (1O~l 5-; 意識すればするほど，足首Itカがはいり
ートル) すぎτ，地面をたたきつける幾作となり








6. 総合練習 a 学習過程において，分節練習に他のの
からだのofl鋪，合m;'J)'，[腕の阪り.ピ 節がとけとまれるように FリUをiねて
yチとス トライドのl!Il.ももあげなど きたのであるが，とれらのしめくくりと




S時録 Ã~ ート の 1. ):.ター トの観念除館 ]. 中間疾走愈勢にできるだけ早く移行で












(1 5-20 Iート ル)
8. ~タラウチ '/'f . スタマートをする e a クラウチング・スター トへの段階指導
( 1 ) 出発織の手 ~ilにききあ (.，Q) 反対の手 のひとつとしてとりあげたもので，立ス
をつき.1:れより少し後方にききあL ター トからいきな切しゃがみスター トへ
一-22-





















































時鍛 ねらい がナゐ 習 活 動 説明，・4皆殺上，の符意点 令 1官 考一
(3)発走の合図でス鼻ートをする。 (3)後1舗の臨みtUしのスタンスについて
腕を前後ì'C太きく.すばや〈綴り~ 。は ， 出発~を1書tr < らいに狭〈した~;t ，~ ・-・ ' 
かし.後織を前方ICldみUJI.-，からだ うがよふという説とー，f1;"(. j手く踏み 匂. . 
を訴に仮すようにして力強いスタ トー 出したほうがよいという111.がある。 r 












.(4)出発の合図でそろってスタ トー する (Uいっせいに行なったり，グルー プ乙
(宮 0-4.0メー トル) とrL行なって.出発のしかたや号令ω
かけかた托ついて相互に観察し，批判 . 
きせあう。




























(5)クテウチング・ス 9ートで出発し， (5) コー ナー を速度を落ときないでi晴子
コー ナー を回って走る。 (60-80 よく走るにバ，直線部分を走るのとニ





時間 ねらい 学 費 活 動 ~明・指導 上の 留意点 備 考
の絡みをやや強め官ごするととで，~方
子ユ へ持iかうi心力を抑制できる。






4時限 総合緩習 L 釜本動作の練習
(1)腕の振りとからだの前傾に飢怠して
次の練習をする.
イ 歩.;:走一転快走ー 飢逃走 HそM叫川スーにで




イ ピッチ走 ーダッシュ イ できるだけときざみにテンポをあ
(20-90メー トル) げて鈍iを絡みaえ(6-8m)τダ
ッタスに移る。









4. 10 0メー トルの完走











推移をみると， 1 0 0皿金体
と，その約半の 5 0 11~ の時|渇
.では ，有遂な差が誌められな
いけれども低下 している。ま











同~ 1.1 1. I}・ -~ .~.. '明、 一ー一:::::s与 .e ~旬、 'DK7 tJitζ.N<.一一副長:B1 ¥ y ，.，. I，.ti，r 
-."ミァー 一一一ご〈下正 F官官主~制，，/V， ，師、，P">".1
Z帯 ー ー ==------.LLで""""司~冊子'目、，安- ..日夕
と，記録の低下した者は 10 0 mで， 7 1. 4. ~ら，前半で 76.3%の圧倒的多数を占めている。後半
でも 48.8%と約半数の者が低下を示した。それでも，記録の向上した者は 100 mで 19 % ，前











5 0 メー トJI.ノ定の記録の変化
増 減 人数 % 
+ 1.0-1.2 2 
+ O. 7 ~・- O. 9 4 
72 
+0.<1-0.6 9 
l . o. 1~ o. S 21 
。 自 12 































































B C F 級収能力と酸素負債能力とによって決まると
いえる。長距縦走でも ，との酸紫J真収能力と酸素負債能力会高めゐととが大切な観点、となあ。 実際
\1( ， すぐれた長@I~鰍ランナーでは，鍛錬の成系として心臓も 断行臓も強 〈 大きく， その綴能もすぐれ













力 (AB C E)が大
きければ，その返劫
κ必唆念酸素需要盈 (AB C D)よりも少ない雇主主民i量(AF. D)によって ，その運動を喫泌すると
とができるわけである。だがら，乙の能力を大き〈するためのド リルが実κ重要念意味を持つので







しかし ，ス ピー ドを得るためには適切念ストライドと ピッ チが狼件と念 るので， ももあげと速い足





ーにナるととは;iか~かむずかしいのである。 しかし ， 卜 ラックを l ?;lするに要する時間がほ惚一
定に保てれば，その後針と しての総体の所安時間が算出できる し，逆児 ，i迫電量全体U亡者主する時聞を
昌殿にして ，1局どとのラップ ・タ イムを寄IJ.!l出すとともできる。常習の一方法として， ζのベー
スを維持できるよ うに製法をつみ重ねるととに よって ，距綴を包摂時間で走り切るととがでさるよ
うに念る。また， 11寺聞を勉給するめやすもたら~lJゐ わけである。
震安紫の務委と(洪給。パランス状態によって純ζる， いわゆる死点 (ToterPunkt)や tカンド・
クインド (SecondWirui)に£ヮて，生理的κも一定の速度を維持すると とは容易で念い。 その う
えに，主主志的念繋凶に影鈍されるζとが大きいので ，いっそう|栂難がi半危うであろう。
長綬縫kの学習K~いては ，乙れらの諸点を考~して，全体の緩般を走りと草子すよう にすると同




が先かである。すなわち ，持久力をつけてからスピードを養念ったらよいのか ，あるいは ，スピー
ドを縫長して主主りと会すようにしたらよいかの世l~であるが ， 明快念解答も ，定説も立ちに〈い重
漫な点である。トレーエングの方法として，前者を震 〈みる立境tlマラソン・トレーニングで知ら
れ，後者り;イ ンターパル・トレーニン夕、と して主依されている。いずれにしても，いく らがJ久力が










的た も E童話される長κ相誕がある。ととでは，体符学習K診いてキ.として耳~ 9扱われるの一ドル
(痛さ妓低75. 1) Cf/r-Ja:~ 7 G.5 c:m) の挙:~について述べるとととする。とれよ担も低いハードル
をfa.fiげる場合V亡がいても，必相慨は共通する締煽が多いであゐう。
隙~定では， 一定の Itli蝋の聞に配置された陥符・物 (似rdle) を定りながら越して， rその際機
('(対する柑笥をよ b短縮する ととができるよう κ念るjという談後的念総題が与えられている。 と
の課地を解決するためκは ，障害走についての特有念迩勤荻術をハードルのまきり越し (1u.rd l ill(; ) 





ー ドルの 'Zきり越しグにある し， ζのハー ドリングとハードリンク.を結合する中間疾走もまた短距
縫走とはニュアシスを主要にしている。
さて， ハード リングの主要念ねらいは，ハー ドJレを走P越す(あるいは，窓たぎ越す)際にでき
るだけ鋳問的なロス(10 ss ) を少な〈する点と，次の過程である 中間疾走に無庖なぐ移行できる
ようκ寸る ζ とにある。とのためには，貫主心。通過する軌跡をできるだけ低〈ナると 何時1'(，そ([)
速度を大き〈するととが肝要である。す念わ ら，ハー ド.)1/のよ縁すれすれ陀. . 'Vl:.~.越すρ と と




かけと怠るのが踏切担効作である 。 との踏切 b はま伝 b 高とびとは違って，高~~要求するものでは
ないから ，さほど強c行衣う必要は者い。短説縦走のキックi'C，地t尽を強〈押す意識を強める稜度
でよいものと恩われる。ひしとう，たいせつな~はζの踏切り地訟を述ìtE rc.すゐととにらる。これが
ハー ド }t~ に近すぎる場合には，振り上げあしをハード )1，(1(ぷっつけな\rlJ:.うにするため VC ，いき公
いその紛のひざを鈎げねば念ら念いので ，それだけ高〈とびるがら念ければ衣らないととと念る。










は，グライダ{をj~~当念滑空灼vcいれるととに似ている。 とのための撲だが衣いと ， グライダーは
失速，墜落の'原閃となるからでああ。 ζのように ，t，(までもそのスピー ドを有不IJKv-対ミ号とうとす




















れやす〈するのは p荻Dあげあしの敬Pだしである し， ディップであるω
@については ，ハードリンク持の際に脚がI荷主告に大きくひらかれるUで，それが懸から上体にひね







である。とのためには ，片腕でも， iil~闘を:そろえて出 しで も よいの









のであるから，ハー ド)1.1を越してから ，できるだけ早 <，し?うおもハー ド )1/に近い{立智K諸~する と
とが肝強念 ζとはいうまでも1.:い。




イ ドと ピ ッチとの宮調和(1[よってうみだされるが ， とれはあ く までも im't生的なもので，ストライ I~ は
人によ 4て長憶さまざまである。と ζるが ，I湾当定ではノヤ ドルの間隔が一定であるか ら，乙れを
S療で定bと公すためには ，ほほストライドl法制定されたものと念らざるを得ない。ぞれに自己の
-31-


















ハー ドリングに際して， f，苦いとびあがPとなる点は大きな禍5たであると とは，技術的危分析κも
述べたと とでるるが，儲芯し在ければ左らない要点である。このような現象が時間的なロスとなる
ととはいうまでもないし，それが同時K着地K際して過重ti.負担を脚にかけるとととも怠るので，




ィ 疾走の速度がbそい ロ 跨切り地点がハードJレに近すぎる ハ振りあげ蜘のひざが出l






















されるばかbで.なく ，疾走の パランスのくすfれた例 振り上げあしの横まわしの例
スピードという商で適当念ストライドとピッチが必唆念 ζ とはいうまでも念いので，いき》い家数










































的念還動学翠K合いては， ζの過程を無視した t，あるいは縫観するととはでき設いのである。 と











のは，活動の本賞。ても とるばか D で~ < ，運動学習のねらいから遥〈はずれる結果t:~ってしまう。








ると問時~'( ，指導者のJ，~l痛の積ともなる。とく VC ，中学校や高等学校の女子生徒にとの傾向が強加
工うマある。 ζの主場合には，運動のしかたκ関する知識を身につけているけれども，いさア実践と念
るとからだがいうととをきいてくれ念いのである。とのよう念意識と実践との断層は，学~者のレ





















5 ()メー トルハー ドルの疾走





2 ハー ド9ングができるかどうか， 1台I 2 ~ 
~5 合のとぴ越し練習を行なわせた 。 I 出発会図刑 n
































学習活動 &明 ・指導 上の m~ 点
外側から聞きないよう，まっすぐあげさ
せる.





























(2) C1Y!>練習を走りながら行なう。 1(2)ハー F川闘は6-リ ートル〈ら
いにするとよい。
4 ハ・ドリング








持限 iゑらい 学留活動 街説明・ f旨導上の留意点 考




























































































時限 ねらい 学 習 活 動 説明.!詰導上の留f.点
ロ ハー ドルの織を走りながら足を ロ インターパル 3 ~を議題として， 1'1ぽ
合わせるa 1.6 m問慌で石灰印をつけて， そと~.fÊ
が合うように3-5包練習させる.




{3} 50 m ハー ドルの練習
S時浪 1) 0 11、. ¥51時四!le可Iな要領で実援した。 出発合図.記録，監察などの各侠りをt足
).'iI'o計時 め，交Iで行なわせる.

























。相閥係数 小 a 中 l.!J:
運動能力
記 0.868 0.730 
記録の{のび -0.021 記録の伸び 0.056 
- 38ー








簿加 ζ とが明らかに念った。けれども，小6の男子κみられるように， -0.830という係数から
は違動議カの低い者ほど記録の向上が著しいととがわかる。記録の良し，主主しはその他人の遂動箆
カの影響を受けているととがはっきりとわかるけれども，成績の向上，す念わら，遂動校総の形成
を決定づけている婆凶は，運動総力ではなくて，むしろ他の著書凶の影響を受けるζとが大きいとい
える。
'tた，学醤の態度としての漬極性は記鍛との栂関では男子でか念りに高いが，女子ではさほどで
もな<，伸ひでは男子での逆禍闘が興味深いとζ ろである。
これらの繍;長から考えられるととは，運動技能の形成K大きな役割りを寒 しているものは， 何と
しても運動技術であ担，ぞれを身κつけよう とする主体的?をはたらきであろうと息われる。
小 6
注性格検査は矢関部・ギノレフォード性絡検査を採用した。
性総特性と記録の伸びとの栂関をみ主うとしてそれぞれの十日鎚係数を算出 したのが上表である。
とれκよると，注自されるのが男の活動性と外向性，女子の情緒不安定との柄関である。
男子では.，活動的でない者の成綬がよく iっている。 11t.，内向的i5:者の成績も同様によ〈なつ
でいる。日頃，r活発で外向的?ま者は ，その運動能力も高いととがi恩像され，記録そのものはすぐれ
ているであるう。けれども，さきκみたとなり，必ずしも記録の伸びは主〈ないのであ.!i，むしろ
その能力の低い者ほど記録が仲びるという興味深い結果?がらみて，との特性が運動縫力との関連に
かいてうなづけるのである。女子の情緒不安定との悔関はさほど高いものではないカ吟えさぜられ
る点がある。移り気ではあるが，時κ熱中すゐ性縞とみるならば，たまた士ハードルの学習K熱心
なかまえで臨んだ精巣と判断できな内hであろうか。
じっ〈りとものごとを考え i熱心で集中的なかまえで学醤すること治唖を Lい成果軒以めあのに
E主要1r..条件であるととを，いをさらながら策{議される。
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